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監修のことば
もりかわ やすし

森 川靖

動物は水を必要とする時、移動して水場に行きます。植物は移動できません

から根をいっぱいに広げて、そ乙にある水をかき集めます。森も同じですね。

森は動きません、いえ、 動けません。

わたしたちは、生活の中でたくさんの石炭や石油を使っていますから、二

酸化炭素などのガスをたくさん出しています。このようなガスは地球を温める

効果があります。だかう気温が上がります(これを温暖化といいます)。

ブナの木々はその場で生まれ、生きていますね。動けないか5、温暖化のよ

うな環境の変化に順応し、また環境の変化にたえる性質をかく得しているので

すo.でも限界があります。限界をこえればフナの森がなくなってしまいます。

人が変えた環境の責任は人にあります。フナの木々がどのような生活をし、

と‘のような性質を持っているのかを理解して、ブナの森を守り育てることが大

切です。地域や地球の環境を守るため、省エネルギーやゴミをできるだけ少な

くするためのみなさんの努力と同じように、森を守る努力がいるのです。

ブナの 1年

森の不思議を知ろう

森の分布

ブナの分布

ブナの一生

ブナの発芽

ブナの葉

ブナの成長

ブナの花

ブナの実

ブナの共生

森のつながり

森と人間のかかわり

森の働き

現在の森の姿

こころを育む森
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ブナ林を歩くとササがたくさん

生えているこ主に気づきます。
ぐんま おぜとくら

(群馬県尾瀬戸倉)

芽ぶくころ
冬芽が赤みを告し、芽ぶきの時。ブナは、森でいちばん早く!こ芽ぶき、ぐんぐん枝

をのばし、葉をし1:1'6せます。芽ぶきの速さは、ほんの 1日で木全体があざやかな

緑になる程。ブナが次々と芽J3¥き始めると、森がふく5んでいくようです。

定花と雌花が春の風にゆ相ます。産花の花粉は風に運ばれて、雌花と出会い、実

を作ります。この実は、秋になると地面に落ちて、ブナの赤ちゃんとして成長を始

めます。

葉が聞くころの、ナ。

重なった芽の中Iti'5新しい葉が

ぐんぐんとのび出してきます。

議長県最長声首

春を待ちわびていたかのようにいっ

せいに芽13¥くブ‘ナ林。ふっくらと新
ぐんま おぜとくら

緑にそまります。(群馬県尾瀬戸倉)



梅雨のころの森は雨やきりに

けむって見えます。
あおもり はっこうだ

(青森県八甲田)

どっしりとしたブ‘ナの根は、まさ

に森の守り神のかんろくがあり
あき た しらかみ

ます。(秋田県白神山地)

ブナの森は梅雨のころ、枝や葉つばを大きく広げますO 空に向かってのびるブ‘ナ

の木は、降。続ける雨を受け止めます。

梅雨が終わると、森はいっそうこい緑lこ。夏が来たことを知らせるようにこん平

元気に動きまわります。照り続ける夏の日差しをブナの葉っぱが受け止め、根は盈ん

に水を吸い上げます。森の中に入ればひんやりして、さわやか。ブナの森はまるで天

然のクーラーのようです。
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いろどりがきれいな秋のブナ林
あきた しうかみ

です。(秋田県白神山地)

JI 

日森のめぐみ

マは栄養たっぷりのブナの実などを食べて冬みんのため

そな

に備えるのです。

ブナの実は、ウサギや野ネ

ズミなどの動物や鳥たちの

大切な食べ物です。
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森の地面をおおいつくした落ち葉の上に雪が降り積もります。

やがて森は一面銀世界!こ。しんしんと降り続く雪以外、花も鳥も動物もいない、

ひっそりとした森で、ブ‘ナは雪におされながうじっとたえていますo

その枝先には、来春の芽ぶきをまつ冬芽がしっかりと着いていますO

冬雪にたえるブナ

すっかり雪におおわれたブナ
し が し が

の森。(滋賀県志賀町)

きぴ

厳しい自然の中で力強

く生ているブナ。
あいち きたした5

(愛知県北設楽郡)

ブナの芽生え

ブナの芽ぷき

ブナの葉

ブナの花



〔末Eさいろいろ培個位。持、主 】
初めて森lこ入ると、木はみんな同じよ

うに見えますが、よく見ると、木の高さ、
みを

葉っぱの形、幹の色など、その木によって

ちがう特ちょうを持っていることが分か

ります。樹木は大きく分げると、広葉樹と
しん じゅ

針葉樹に分けられます。それぞれの特ちょ

うを見てみましょう。

広葉樹:ケヤキ

しん じゅ

針葉樹 :スギ

【田容。森林分布 】

られることを森林の水平分布といいます。

同じ地域でも標高が高くなり、気温が低下していくと、
すい ぷ

森林の種類が変わっていきますO とれを森林の垂直分布と

いいます。

じゅ

広葉樹
しん じゅ

針葉樹 日本は世界の中でも雨の多い国で、植物の生育にとって

大切な「水JIとめぐまれているといえます。また、北海道か
ほんしゅう しこくきゅうしゅうおきなわ

ら本州、四国、九州、沖縄まで南北に長くのびた固なので、

地域ごとに気温に差があり、場所によってさまざまな森林

が見られます。このように地域によって異なった森林が見

葉
ーはり

はばが広くて大きめ |針のようにとがっています
じよう じゅ l じよう じゅ

1年中葉つばを着ける常緑樹と、秋か5冬|ほとんどの種類は常緑樹
Uゅ

にかけて葉を落とす落葉樹があります

木の形 丸い(先たんまで広がる) 三角形

- 鞠許葉樹林帯(孟寒骨量高山帯)

冬でも葉を落とさない針葉樹の森林。エゾマツ、トドマツ、シラビソなど。

落葉広葉樹林清(冷温帯・山地市)
じゅ

秋から冬にかけて葉を落とす広葉樹の森林。ブナ、ミズナラ、トチなど。

常緑広葉樹林帯(暖温帯 ・低山帯)
じゅ

冬でも葉を落とさ芯い広葉樹の森林。シイ -力シなど0

- 通語樹林帯(孟熱帯)

1年中葉を着けている

広葉樹の森林。

ソテツ、アダンなど。

lh盤鎧酪杭髄付 l 

主な種類l清張広葉糧
じゅ

照葉樹ともいう。シイ類、力シ類など

落葉広葉樹

クリ、ブナ、ミズナラ、ケヤキなど

じようしん じゅ

・常緑針葉樹

スギ、ヒノキ、ヒパ、アカマツ、
モミなど

しん じゅ

.落葉針葉樹

カラマツなど あきた わがだけ

ブナ林(秋田県和賀岳)

シラビソ・コメツガ林
と古ぎ

(栃木県)

〔議。分布噂温度ヒ水ヒ先村鴻抗手 】

植物の生育は、温度、水、光の量にえいきょ
けん

うされます。これ5の条件のちがいが、そこ

に生育する植物の種類を決定するのです。

例えば、最も寒い月の平均気温が18
0

C以

上の地域を熱帯といいますが、同じ熱帯地

域であっても、降雨量、日照量などほかの
けん ぷ

条件のちがいによって、植物の分布が変わ

ります。
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日 リ 日 北方針葉樹林帯
砂ぱく ス日プ U(主君事:)
E5222633帯の 日 サバンナ

リ 氷雪原

日 落葉広葉歯林帯

目 熱帯蕗雨林帯

s 

日本の中央部の森林を標高にそって見てみると

E も号畠弘一ι!
180∞Om *三空笠竺乙一一一一一一一一一

アオモリトドマツ、
シラビソ、コメツガ、
夕、ケカンパなど

世界の植物分布図
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資料:1森林とわたしたちjより作成
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資料 :1日本の植生」より作成
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春先に芽ぶいて、初夏には緑の葉を

着け、秋になれば黄や赤に紅葉し、冬

は落葉してじっと春の芽ぶきを待つ。

毎年とのサイクルをくり返してい

る木を落葉樹といい、その中の広葉

樹の代表的なものがブナやミズナラ

です。

ブナは、すす、しくてしっ気が多い場

所で、春・夏・秋・冬の四季の移り変

わりがはっきりしている日本などの東

アジアやヨーロッパ、北米などの温

帯地域に分布し、熱帯や寒帯には見

られませんD
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出典 ・「ブナ林の自然誌」原正利 1996

L 日本~ 】
日本に分布するブナには、ブナと

イヌブナの2つの種類があります。

ブナは北海道黒松内から鹿児島県高
くまやま

隈山まで、ほぼ日本全国、日本海側

にも太平洋側にも広く分布していま

す。イヌブナの分布は太平洋側にか

たよっていますoまた、ブナの方がイ

ヌブナより標高が高い場所に生育し

ます。

-ィヌブナの分布
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やまがた お ぐに

ブナ(山形県小田町)
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とちぎ なんたいさん

イヌブナ(栃木県男体山)

.ブナとイヌブナの葉の形
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.ブナとイヌブナの幹のちがい
みを

ブナは、ふつう根元から一本の直立した幹しか持ちません。
みき

ところが、イヌブナは大きな幹がかれると、同じ根元かう小
みを

さな幹が成長します。大きな根元は大小合わせて数十本、時
みき

には数百本もの幹によってできているとともあります。

日容海働l ヒ末平津働[(ijli511 で暗雲[1]大きさ村、~号電・

日本海側のブナと太平洋側のブナを比べると、日本海側

のブナは葉が大きく、うすくてやわ5かい感じがします口こ

れに対し太平洋側のブナの葉は小さく厚くなっていますO

雪がたくさん降る日本海側のブナは、水分が不足すると
ぎやく

とが少ないので、大きな葉を広11'Sれるのです。逆に、雪

が少ない太平洋側のブナは、かんそうにたえるために、小

さく厚い葉をしているといわれています。

木の形にも、ちがいがあります。日本海側のブナは、雪
みき

の重さにおされながら育つため、地表近くの幹が曲がる

「根曲がり」を起ごすことがあります。

し

出典:rブナ林の自然誌j原正利 1996

マ1+(1¥語源
げん

ブナは漢字で「撫Jと書きます。「木で無い木」と表現されて
ほど

いるのは、昔の日本には、木であることを見落としてしまう程

たくさんのブナの木があったからといわれています。
ブッヘ プウク

フナはド、イツ語でBuche、ロシア語で6YKといい、「本」とい

う言葉の複数形で表します。それは昔、ブナの木をうすい板に

s 

して文字を書いていたかうだと考えられています。ギリシャ語
ーゴ ー ファッジョ

ではphago、イタリア語ではfaggioといい、「食べるJという言葉
げん

が語源となっています。きっと、動物も鳥も人間もブナの実を
ゆた

好んで食べていたかうでしょう。ブナの木は、豊かな土地をは

ぐくみ、人々の文化を育ててきたのですね。

.ブナの根曲がり

s 



〔刊E志村l!IO<<i411.:;'G聞が締き 〕
ブナが育つのは、温帯地域のしめった場所です。温帯地

域の中でもかんそうした場所では、ミズナラが多くなり

ますD

ブナは早いものでも、芽生えてかう40----50年しない

と花を着け(開花)、実を結13¥(結実)ようにはなりません。

樹木の中でも、開花、結実のおそい種類の一つです。

高さは80年から100年、太さは110年から130年位

成長を続けます。最大で高さ35m前後、太さは直径1.5

m 以上!こなることが知られています。
あきた しうかみ

ブナの生育には雪でしめった土が欠かせません(秋田県白神山地)

しんじゅ じゅくら しんじゅ

針葉樹と広葉樹を比べると、ふつう針葉樹の方が長生き

といわれています。日本の樹木の中で長じゅ NO.1は、樹れ
や く し ま じようもんすぎ

し'3500年とされる鹿児島県屋久島の縄文杉といわれて

います。これに比べるとブナのじゅ命は短いようです。だ

いたい150年か6200年といわれています。でも、条件

が良いと、もっと長生きすることもあります。
し苧おか かんなみ

静岡県函南町の原生林(自然のままに生えている林)に
みき

あるブナは、幹の直径が約2mとブ‘ナとしては最大クラス

で、樹れいは約700年といわれています。

=l:Q¥¥:、ゆ命l-鍛えτ〈れる隼輪

s 

かぶ りん

切り株の表面に見える年輪は、木が成長してきたこんせき
わ

で、輸の数がその木の年れいになります。木は春から夏によ

く成長しますが、秋かう冬になるとあまり成長しません。こ
も りん

の成長の差が1年に1本のしま模様となります。これが年輪
りん けいか

です。年輸を見ると、木の年れいや、成長経過なども調べる

ことができます。
りん

年輪は、1年の内に成長の活発な時期と、あまり成長しな

い時期があることからできるので、熱帯地方の樹木のように
りん

10年 1年中成長を続けている木には年輪はありません。

〔マザ雄、 rn前後でも棋を制二凶材料 】
ブナの実は殻斗というイガイガの付いたからの中に入

っています。秋が深まると、そのからがそり返って、中

の実が地面に落ち、その上に雪が積もります。雪は冷たく

て何でもこおうせてしまいそうですが、そうではありませ

ん。雪がふとんのようにフナの実をおおって、実が落ちた

地面と雪の聞をovcに保っているのです。Oocでは、実が

とおってしまうととはありません。そしてブナは、植物の

中でもめすらしく、 Ooc----50C前後の温度で、真暗でも根

を出すことができるのです。

-芽生えが始まる

匪がふ~5んで
できる割れ目

かひ

実 力、くと

か5(殻斗)の中に
2{固の実が入っている

-根を出す

のび出した根

• .. 

ブナの実

ひ
皮

か
果

-成長する

植樹Q¥穿生えに遁'-t:.温度目事?
てき

植物の芽生えに適した温度は、その植物が生育するのに
てき

適した場所の温度といわれています。例えば、サクラは50C
てい

程度で約80%が芽生えます。

でも、温度だけではありません。シラカンバは台風など

で高い木や下草がたおれて明るく芯ると芽を出します。明

るい光を待っているのです。自分で動くことができ芯い植
のう

物は、温度や光の変化にびん感に反応して、芽を出すタイ

ミンク、を計っているので、す。

JfI 



〔 γ+ゆ震をー救~安ご~着け封 ) 

芽生えたブナは、 J¥一卜型をした2枚の子葉と呼ばれる

小さな葉を聞きます。子葉は実の中に折りたたまれていた

もので、成長のための養分がたくわえうれています。その

後、子葉の聞かう本葉という新たな葉がのびてきます。

-ブナの葉の着き方(互生)とほかの樹木の葉の着き方

ごせい

互生

くをの一つの節に

交ごに葉が着いています。

コナラ、シラカンバなど。

ほんば しよう

本葉が聞いてしばらくすると、子葉はかれていきます。
わり

たくわえていた養分を使いきって役割を終えたためです。

その後の成長したブナの葉を見ると、くきにたがいちがい

に着いていることに気づきます。このような葉の着き方を
ごせい

「互生」といいます。

たいせい

対生

くきの一つの節に

識の葉が向かい合

わ世に着いています。

ドクウツギ、

クチナシなど。

白んせい

輪生

くきの一つの節lこ3枚以上の

葉が輸になって着いています。

クルマユリ、ミセパヤなど。

チドりノキ(カエデのなかま)の葉

JIJ 

紅襲。仕組it

落葉樹は、秋になると葉が黄色や赤色に変化します。これ

を紅葉といいます。では、なぜ葉は紅葉するのでしょう。

こうごうせい とう とう

葉は光合成によって糖分を作り出し、その糖分はくきや根

に運ばれていきます。秋になり気温が下がり始めると、葉か

らくきへの糖分の流れが悪くなります。とう怠ると、葉が持っ

ている葉緑素(緑色の色桑)がこわれ、葉の中の福分かう赤
そ

い色素が作られるので葉が赤く変わるのです。
そへ そ

黄色に怠るものは葉緑素が減っても赤い色素が作5れす、
そ

もともと葉の中にあって、葉緑素がたくさんある時は目立た
そ

なかった黄色の色素が目立つようになるからです。
とう こと

植物の種類によって紅葉する色は異なり、ブナの葉は赤く

紅葉せすに、黄色から茶色に変わってかれていきます。

〔芽生側何年--~賜、 τいる例iIffi]容申 1 客位 】
せっかく春に芽生えても、その後すべてのブナが生き延

びるわけではありません。森の中で、芽生えたブナにとって、

大敵は光不足やかんそう、そして動物の工サになることです。

太陽があまり顔を出さない梅雨の時期や、土がかんそうす

100 
(%) 

O 2 3 

.ブナの生存曲線

年と共にブナの芽生えは

数が減っていきます

4 5 6 7 
(年)

る初夏を乗りこえる芽生えはあまり多くありません。さら

に、ウサギなどの動物に食べられることなく、秋まで生き
てい ほど の

ている芽生えはわすか10.--....200/0程度。 5年程生き延びら

れるのは、 100本中l本位でしかありません。

〔発育当たるじぐんぐルヒ戚臥料 】
せ

芽生えたばかりのブナは、背の高い植物でおおわれてい

ることが多く、光をあまりたくさん受116れません。こう

した所で育つブナは、年に数mmかう1cm位しかのびる

ことができません。でも、おおっていた草や木がかれると

十分に光が当たるようになり、年に何十cmものびること

わかぎ

・ブナの若木(小さい木) .ブナ林の成長、、、、

聯

ができます。
みき

ブナは落葉広葉樹としては、成長がおそい方ですが、幹

の直径が10cmをこえるころかうぐんぐんと成長し始め、

|まかの木を追いこしていきます。



〔§マザ場寄生ふ語審著将官 】
じゅん び

ブナは、冬の聞に葉を聞く準備をしており、春が近づく

と、芽が大きくふくらみ始めます。一つの芽の中には3-----6

枚の葉があり、それがいっせいに聞くのです。春にいっせ

いに葉を聞いてしまい、それより後に新しい葉が聞くこと

はありません。乙れは、ほかの植物より早く、多くの葉を広

げて、光をより多く受けるための工夫だといわれています。
まい

大きく育ったブナの木は、40万枚もの葉を着けるとい
まいまい せい

われており、その1枚1枚で精いっぱい太陽の光を受け止め

るのです。

t花】
かふん

葉が聞いた後、ブナは白っぽい花をさかせます。ブナの

花は、花粉が風に運ばれて受粉が行われる風媒花です。

花粉は2，000億個ともいわれます。
かふんめ ばな せい

風に乗って花粉が雌花にたと‘り着き受精すると、ブナは
わか お ぱ芯 め ばな

ブナは、若葉といっしょに雄花と雌花をつけ、風にゆれ 実を着けることができるのです。
おば芯 か ふん おぱ芯

る雄花から花粉がまき散らされます。 1個の雄花かう出る

， 

・ブナの花

引~l:;.:

T 
お ぱな え

雄花は集まって長い柄の先に

たれてさきます。

じゅふん

櫨絢ゆ受験。仕方、 5k二k
おばな かふん めぱな とど じゅふん ふうばいか

雄花で作った花粉をと、うやって雌花まで届けるか、植物の受粉の仕方は、風媒花のほかにもいろいろあります。
ちゅうばいか かふん

虫媒花 :とん虫などに花粉を運んでもらう植物。かおりやみつで八チやチョウなどのこん虫をさそい、
かふん

休に付いた花粉をほかの花に運んでもらいます。
かふん

例)ユリ(チョウに花粉を運んでもらう)
ちょうばいか かふん ひ

鳥媒花 :鳥に花粉を運んでもらう植物。比かく的大型の花とたくさんのみつで鳥をさそいます。
かふん

例)ツバキ(メジロという鳥に花粉を運んでもうう)

ブナの実は、毎年同じように実を着けるわけではあり

ません口ブナの実がなるのは、およそ1年おき。さらに5年
かくねんけつじつ

'"'"'6年に一度、大豊作の年があります。これを「隔年結実」

といい、豊作の年には1ni当たり500'"'"'1，000個の実が

地面に落ちます。

毎年実がならないのには、わけがあります。一つは、実

を着けるにはたくさんの養分を必要とすること。二つ目は、

ネズミやガの幼虫などに、実が食べつくされてしまうの

を防ぐためです。

1年おきに実を着ければ、実がならない年には、実を食

べる動物の数が減ってしまいます。だか5、翌年たくさん

実を着けても、食べつくされることはありません。ブナの

実のたくみな生き残り術と考えられていますD

せい しつ

1本1本の木がこの性質を持っていますが、森全体、さ

らには東北地方全域といった広いはん囲でも、同じように

なります。

.ブナの実

-ブナの結実量とネズミの数

jブナの結実量

B 

2 

』

3 4 

L...-....I 

5 6 

時間(年)

よく

7 8 9 10 

しし

資料:Iブナ林の自然誌j

グラフを見ると、ブナがたくさんの実を着けた翌年はネズミの数も多くなりますが、

次の年以降、実が少なくなるとネズ三の数も減ることが分かります。

:働時、た叫方時、 fzE3.マザヒ動物。不思議培関係 】|
ブナの実は、たんぱく質や脂質をたくさんふくんで栄養

満点。ネズミや鳥、ガの幼虫などの生き物にとっては、大

切な食べ物になりますD

実を食べる動物は、ブナの敵といえますが、じつはブナ

の分布の拡大に一役買っているのです。乙れ5の動物には、

その場で実を食べす‘に、ほかの場所に運び、木のかげや浅

:1:0¥生き猪.，衛

樹木にとって木の実は、子孫を残すための大切なもの。動

物に食べられては、生き残っていくことができません。そこ

で、木の実は、動物に食べられないようにいろいろな自己防

衛をしています。

クリのイガイガは、こん虫や鳥に食べられないために実を

守る働きをしています。ブナの実もクリと同じように固いか
かくと

う(殻斗)があり、中のタネを守っています。コナラやミズナ

い土中にうめでためておく性質があります。ためておいた
わす ち

実は、忘れられ、そのまま放置されることもしばしばあり、

それが発芽するわけです。

自分で移動できないブナの実にとって、動物たちは分布

を広げ‘る大きな助けともなっているのです。

ラはたくさんのタンニン(しぶく有毒な物質)をふくみ、動物

たちに食べられないようにしています。
ぎやく

また逆に、赤いおいしそうな実を着けて、わざと鳥に食べ

させる木もあります。その場合は鳥がタネの周りのやわう

かい部分だけを消化し、タネをフンとして落とすので、木の

分布が広がっていくのです。

， 



〔マー+小末。幸信号模様。正徳臥ヨ作桔どでま ) 
も ち いるい きんるい そう

ブナの幹をよく見ると、いろんな模様が付いているのに
せんたいるい

いるのが地衣類というものです。地衣類は、菌類と藻類が

気づきます。黒っぽくふさふさしているのが蘇苔類、つま 共同生活して、一つの生物として生きているちょっと不思

議な生き物ですoりコケの仲間です。
も みき

一方、白や灰色などのまだう模様を作り、幹をおおって

-蘇苔類、地衣類の着生したブナの幹

みを せんたいるい

ブナの幹に着いた蘇苔類 ブナの葺をモザイク1fにおおう品設績

積雪量を知寄せる蘇書編
せんたいるい ちいるい かんきょう

蘇苔類や地衣類は、ちょっとした環境の変化によって生育する種類が変わります。
ほど

1本の木でも、高さや光の当たる方角によっても変わる程です。
みを せんたいるい

雪の多い日本海側のブナの幹を見ると、ある一定の高さより下では、蘇苔類が着い
みを ど

ていないことがあります。冬の聞に幹をおおうように積もった雪が、雪解けで下に落
みき せんたいるい せんたいるい

ちていく時に、幹に着いた蘇苔類をはがすためです。ですから、蘇苔類が着いている

所と着いていない所の境界が、その年の積雪の高さを表していると考えうれます。

g 

ブナの森は広くて大きく、いろいろな生き物が生きてい

ます。このような森にはたくさんの種類のきのとも住んで

います。

きのこの暮5し方は、大きく2つに分けることができま

す。一つは、かれた木や落ち葉を栄養として生きるもの、

もう一つは、生きた樹木と栄養のやり取りをして暮らすも

のです。

どちらのきのこにも大切な働きがあり、かれた木などを

栄養とするきのこは、その木をくさらせて土に返し、栄養た

っぷりの土を作ります。生きた樹木と栄養のやり取りをし

て暮うすきのこは、根の部分でおたがいが生きるために必

要な栄養のやり取りを行っています。

とのようなきのとがなければ、フ.ナの森は生き残ってい

けないともいわれるほど、重要な働きをしているのです。

〔刊か審判ど凶きか二暗号 Lτいる小? t 

[かれた木で暮うすきのこ]・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ナメコ/ナメコはみそしるに入れたりする身

近なきのとです。 売5れているとてもおいしいきの乙です。

ツキヨタケ/立ったままか

れたブナの大木にはツキヨ

タケがよく見うれます。ツ

キヨタケは夜になると光る

毒きのこです。

ムキタケ/ムキタケも秋のブナ林の代表的な食べ5

れるきのこです。

[ブナの根の部分で共生する(共に生きる)きのと]・・・・・・・・・・・・・・・ [ブナの実で暮5すきのと]・・・・・・・・

ヒメベニテングタケ/ブナの森の中で見られる赤い小さ カブラテングタケ/日本のブナ林にも

なき虫乙ですが、ブナに栄養をあたえ、成長を助ける大切 見5れますが、そのふるさとは東南アジ

な役割を持っています。 アです。

ウスキブナノミタケ/ウスキブナノミタケは落ちたブナ

の実を栄養としています。



L食拘連鎖守フ毎村る容。中小生き絢 】
に さんかたん そ とう さんそ

植物は、太陽の光と水、そして二酸化炭素から糖と酸素
こうこうせい

を作っています(光合成といいます)。そのため、植物は「生

産者」と呼ばれます。

こん虫やウサギなどの草食動物が、その植物を食べ、さ

らにその小さな生き物を大きな生き物が食べます。このよ

うに植物を食べているこん虫、さらにそれらを食べている

クモや小鳥などの動物を「消費者」といいます。

森の生き物のピラミッド

<食物連鎖>

例えば、シジ、ユウ力ラ 1羽

が1年聞に食べるイモムシ

は、およそ 10万頭といわ

れています。

一方、落ち葉やたおれた木、動物のフンや死体を分解し、
ゆた び

栄養豊かな土に返す微生物がいます。とのような生き物を

「分解者」といいます。

このような関係を「食物連鎖jといいます。森の中では、

それぞれが生産者、消費者、分解者の役割を果たしながら、

たがいに深くつながりあっているのですo

ゆた

ょう

セミ、クワガ夕、チョウやガの幼

虫、ハナアブ、力ミキリなど、植物

をえさにするこん虫

大量の植物

ワシやタ力など大型の鳥がいる森は、豊かな森であるといわれます。

それはワシやタ力のえさとなる動物が多いこと、さらにはそのえさと
ほうふ しめ

なるこん虫、植物などが豊富であることを示しているからです。

11 
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〔轟@下時ふも弓-.，0¥器。働き 】
ドイツのことわざに「森の下にはもう一つの森がある」

というのがあります。これは、どんなことを言っているの

でしょう。

地表に厚く重なった落ち葉や土の中には、小さな生き物

がたくさん住んでいます。

ミミズやヤスデなどの仲間が落ち葉をかみくだき、さら

にきのこや力ビの仲間が細かく分解します。落ち葉は少し

す、つ小さく、やわらかくされながら、養分たっぷりのフ力

フ力の土になっていきますDこうした森の土の中での不思

議な世界のことを表していると考えられています。

g 



生活巳必要培木材毒 、
提偶し τ きたず宇(i~審 A 

山で暮らす人々は、山や森、その中で生きる植物や動物

についての深い知識や、生活に役立つ技術を代々伝え、生

活を豊かにしてきました。そして、里で暮5す人々とおた

がいに技術や文化を共有しながら生活してきました。日本

の伝統的な文化、生活は、このように形成されたのです。
しげん

特に、ブナの森の資源を活用してきたのは、木こり、炭焼

き、木地師たちです。
せい

・木こりは、ブナやトチノキを切り出し、板などに製材し

ました。

-炭焼きは、ブナをはじめミズナラやコナラなどを原木
だん

に、家庭の暖ぼうや、にたきに欠かせない木炭を生産

しました。

-木地師は、山のおくでブナの木などを切り、ロク口を使

って木のおわんやお皿などを作っていました。

山小暮~吾 、
支える羅~ぐみ 4 

森にはクマ、カモシカ、サル、ウサギなどの多くの動物が
ゆた

生息しています。マタギと呼ばれる人たちは、との豊かな

めぐみをあたえてくれる山の神を深く信とうしています。
さ守 一 しゃ

え物を山からの授かり物と考えながら感謝の気持ちを持っ

てりょうを行っているのです。

鷹がえ物を追いかける性質を利用し、ウサギやキツネを

かる鷹匠と呼ばれる人たちもいます。

森の中ではきのこがたくさん採れます口また、ブナの森が

ある山間の谷では、ワラビなどの山菜がたくさん採れます口
ゆた ていきょう

森は、人聞にとって豊かな食べ物も提供してきたのです。

g 

-森と人々のくらし

g 



:惑噌属。繕いき止軌宅土砂〈ず机を防ぎ参宮 】
雨が直接地面に当たると、土がけすられて流れ出し、土

砂くすれが起きやすくなります。でも、雨が森に降った場

合は土砂くすれが起きにくいといわれています。
じゅ えだ

それは、森に降った雨は、いったん樹木の葉や枝先芯と‘

しや のう

・土砂流出をおさえる森林の機能 ・.

せつ

に受け止められるので、直接地面をたたきつけることが少
せっ とど

なくなるからです。また、直接地面まで届いても、地面の

落ち葉がしっかりと土をおおっていて、土が流れ出すのを
ふせ

防いでくれるのです。

土ESの流出量は、作物のある畑で森林のおよそ10倍、作物のない畑で100倍、はだかの土地で1000倍といわれています。

11 

森林の土砂流出をおさえる機能はどれくSいか

流れ出る土砂の量

1倍 10信 100倍

出典:水利科学研究所 [1995]r水をはぐくむ森林の働き』

轟ヒ都市0¥.，培tt・3

1000倍

森に入ると、すすしく感じるのは、森の中の気温が森の外の気

温よりも低いか5です。との冷気は、都市へも流れとみ、逆に都市
あたた

の暖かい空気は森へと運ばれます。との働きによって都市の気温
I}¥せ

が上がるのを防いでいるのです。とのような森の働きを「オアシ
ょ

ス効果Jと呼んでいます。
かんきょう

森は、その中をすすしくして心地良い環境をもたうすだけでな

く、 都市の気候にもえいきょうをおよぼしているのです。ふだん
しき

あまり意識することはありませんが、森は、わたしたちの住む
かんきょう

環境を守ってくれる大切なものだということが分かりますね。

; -'~+(I\制スかむか日時きた執る働側制対 】
落ち葉が分解してできたフ力フ力の土には、アリやミミ

ズが作ったトンネルや、根の広がりでできた穴など、たく

さんのすき間があります。このすき聞は土の600/0にもな

ります。これはスポンジと同じで、このすき聞に雨がしみ

こんでいくのです口

ブナ林の土は、 1時間lこ270mmも雨をしみこませると

いわれています口夕立など強い雨でも1時間の雨量は

50mm程ですかう、ブナ林の土は5倍以上の量をしみと

ませるととができるわけです口 ブナの森が「緑のダムJと
いわれるのは、との働きのためです。

しみこんだ水は、地下水となって土の中を流れ、やがて

地上に流れ出て、川や泉となります。

こうした森と土の働きによって、大雨による川のはんら

んを防いでいます。また、雨が降らなくても水がじわじわ

としみ出すため、水がかれてしまうとともありません。

.森林をめぐる水の動き ...・ H ・H ・H ・.....・ M ・.....・ H ・.... ・森の土のようす ・H ・H ・-

ず+0¥轟1*水ぃ.;*'
その昔、日本ではブナ林の周りには水田が広がり、ブナ林

かうは絶えることなく、きれいで栄養たっぷりの水が水田に
ひ

流れていました。「ブナから流れる水は肥料いうす」という言

かわいた落ち葉

しめってくさりかけた落ち葉

くさってポロボ口の落ち葉

養分のとけとんだ黒い土一一一→

かっ色のやわうか芯土一一一

い伝えがあるくらいです。

また、あちこちでわき水がわいていることから、「ブナの森

は水(水とう)いうすjともいわれています。

g 



t治政側揃み 盟主 】
動物は太陽の光を受けても栄養は作れません。動物は

植物の作り出した栄養分を食べています。植物は太陽の光

工ネルギーを養分に交かんします。とのことを植物の光合
せい

成といいます。
にさんか

光合成とは、光のエネルギーを使って空気中の二酸化
た ん そ す とうさんそ

炭素と根から吸い上げた水から糖と酸素を作ることです。

太陽の工ネルギーによって地球は暖められています。地

球はこの熱を宇宙に放射していますが、その一部は大気中
にさんかたんそきゅうしゅう てき たも

の二酸化炭素に吸収され、地表を適度な温度に保っていま
にさんかたんそ ごう

す。二酸化炭素のこのような働きを「温室効果」といいます。
にさんか た ん そ

二酸化炭素による温室効果がないとすると、地球の気温

はマイナス18
0

CIこまで下がってしまうといわれています。
ぎゃく に さんかたんそ

逆に、二酸化炭素が多くなりすぎると、地球から出ていく

熱がさえぎられて、地球の気温を上げることになります。
に さ んかたんそ

二酸化炭素は、人間のはく息にもふくまれ、石油や石炭
も はい

などを燃やしても発生します。また、自動車の排気ガスや

工場かう出るけむりの中にもたくさんふくまれています。

ちきゅうおんだんか

ゆた

石油や石炭などのエネルギーをたくさん使うことで、豊か

で便利な社会や暮5しを作り出してきた人聞は、同時にた
にさんかたんそ

くさんの二酸化炭素も出しているのです。

地球の気温が上がると、いろいろなえいきょうが出てき
なんをよく

ます。南極などの氷が解けて海面が上しようし、陸地のー
かん いじよう

部が海にしザんだり、干ばつなどの異常気象によって農産

物にも悪いえいきょうをあたえると考えられています。
ちきゅうおんだんか いん にさんかたんそ

森林は、地球温暖化の原因である二酸化炭素を体の中に
さんそ

阪収し、その代わりに酸素を作り出します。この働きをガス

交かんといいます。森林は、二酸化炭素をためておくタンク

のような役割をしているのです。

・地球温暖化の仕組み

地球

地球
j毎

s 

三議花民主(温室詰果ガス)がな

いと、地球の温度はマイナス

18
0

Cになるといわれています。

にさんかたんそ こう

二酸化炭素(温室効果ガス)は、地
しゃ 苦ゅうしゅう

表から放射される熱を服収し、地
てき たも

表を適度な温度に保っています。

にさんかたんそ こう ふ

ところが、二酸化炭素(温室効果ガス)が増えると、熱の阪収量が多
す

くなり、地球の気温が上が口過ぎてしまいます。

〔暴材育議取古る二酸化議棄ヒ蹴出まる島妻小量 】
1本の木で葉の集まった所全体を楢撞といいます。樹木 わないような、わたしたちみんなの努力が大切です。

。ゆ白、ん まいまい とう

が成長を続けているのは、との樹冠の1枚1枚の葉の元 どのような努力か、一人一人ができることをみんなで
じゅかん こうとうせい とう

合成によるからです。樹冠の光合成で作られた糖は葉、 考えてみましょう D

みき えだ

幹、枝、根の成長に使われます。ですからさらに大きく
にさんひたんそ きゅう

なっていきます。成長を続けることは、二酸化炭素を阪
さんそ

収して酸素を出し続けることです。
にさんかたんそ きゅうしゅう

それでは、日本の森林では、との二酸化炭素の阪収と
さんそ

酸素の放出がどれくらいになるのでしょうか。日本の森

林面積は 2，510万ヘクタールあり、国土面積のおよそ

660/0です。
きゅうしゅう にさんかたんそ

この森林で1年間に吸収される二酸化炭素の量は8，033
さんそ

万トン、放出される酸素は5，847万トンになります。数

字が大きすぎてよく分かりませんね。
さんそ

5，847万トンの酸素というと、日本に住む人全員が1
こきゅう さんそ

年聞に呼吸で必要とする酸素の量のおよそ2倍です。
ゅうしゅう にさんかたんそ

吸収された二酸化炭素8，033万トンはどうでしょうか。

乙の量は、工場や発電所などで使われた石油や石炭など
にさんかたんそ

から出てくる二酸化炭素の量13億ア，430万トン(2007

年で)のおよそ60/0です。

わたしたちの生活か5出るとのようにたくさんの二酸
ひたんそ きゅうしゅう

化炭素を森林が阪収してくれます。森林を守り育てると
おんだんか ふせ

とが、地球の温暖化を防ぐことになるのです。
おんだん

でも、わたしたちの努力はそれだけでしょうか。温暖
か ふ せ にさんかたんそ へ

化を防ぐには、もっと二酸化炭素を出す量を減うす必要

がありますね。そのためには、石油、石炭をなるべく使

暮.;¥..き守る審

森林は、語録道議f白筋いで、地球を守っているだけで

なく、私たちの暮らしのもっと身近な所でも役に立ってい

ます。
ぞ

風が強い海岸沿いなどでは松を植えて、風や風によって
すな ふせ

飛ばされる砂を防いでいます。

道路が近くにある公園を歩くと、自動車の音もあまり気

ぐんま おぜとく5
ブナの大木(群馬県尾瀬戸倉)

になりません。とれは樹木が音をさえぎったり了臨時る

かうです。
も

また、木は燃えやすいと考えがちですが、木は意外にた

くさんの水分をふくんでいます。この水分によって防火の

役目も果たしているのです。

g 



第二次世界大戦後、日本経済の復興と共に、住宅建設が

進み、建築材として木材のじゅ要が増えだすと、成長が早

く、建築材として適しているスギなどを植林するために、

ブナはぱっ採されてしまいました。

それまで日本では、ブナはとってもとりつくせないとい

われる程豊富にありました。でも、ばっ採し始めると、 30

世界の森林の面積を見ると、北米やヨーロッパなどの先
ぞう

進地域では少しす、つですが、増加しています。ととろが、東

南アジアや南米、シベリア、アフリ力などの地域では森林

の面積は減っています。 2005年か52010年にかけて、
11ん

年間でおよそ558万ヘクタール減少していると言われて

います。 558万ヘクタールは東京都の面積にたとえると、

約25個分です。
ぞう ねん さい

特に、人口増加にともない、燃料材としてのばっ採や
げん

森林を焼いて畑(焼き畑)にしたことが減少している原因

年程でブナの森の姿は消え、代わりに植えられたスギなど
しん じゅ

の針葉樹ばかりの森になりました。

ブナがどんどん切うれて少なくなっていった時に、川の

水がにごったり、少なくなるといったえいきょうが出たそ

うです。

と言われています。焼き畑で作物を栽培したとき、土地
や ひ

が痩せてしまい、肥料を与えるお金もないので、やがて

荒れた土地となってしまいます。東南アジアやアフリ力
はかい き柚うそく

などでは森林破壊が急速に進み、熱帯林の減少が大きな

問題となっています。
いき

しかし、森林からの贈り物(木材や食物)は、地域の人
めぐ

たちに恵みを与えます白

だからとそ、現在、少しでも元の森林に戻していとうと

植林活動が地域の人たちの努力によって行われています。

国際協力機構による荒れた土地での

植林活動

2~3年を経て成長した

植林地の様子

20年を経て大きく成長した

植林地の様子

インドネシア、スマ卜ラ島

Photo;Morikawa(1985) 

g 

Photo;Morilくawa(1985) Photo; Morikawa (2001) 

大規模なばコ採により、ブナの森がわたしたちの周りか
すがた

う急速に姿を消していきました。そして成長がおそいブナ

の森は、一度ばっ採されると、回復するまでに長い年月が

かかることも分かってきました。
かんきょう ゆた

人や生き物が共に生きる自然環境を守るため、豊かな

自然を取りもどし、森を育てようという取り組みのーっと

して、ブナの植林が行われるようになりました。

植林は、なえ木を植えるだけではなく、ブナが自然の営

みの中で成長していくことを手助けすることです。

rt本』書、ヒい弓牢ゆ?

「休Jという字は、「人」が「木」の横にいますね。こじつけか

もしれませんが、英語で森をあらわす rForestJにも rrestJ

(休息)という言葉がふくまれています。人聞は木のそばだ

ブナの植林は、ます、なえ木作りから始まります。直接

植える場所に種をまくのではなく、畑で何年も育てます。

山に移し変えてからは、ほかの草に負けないように下草が

りも欠かせません。大きくなってくるとおたがいぶつかり

あうようになるので、間びき(間伐)をします。

ブナの植林は、ブナの木が森になるために、人ができる

ささやかな手助けです。何年もかけて大きく育ったブナ

は、やがて立派な森になって、いつかきっと、人間や生き

物たちをやさしく包みこんでくれるでしょう。

と落ち着いてよく休めたからなのでしょうか。

私たちに休息をあたえてくれる森林を大切にしたいもの

ですね。



〔今様培こころを 1語む7手。暴 】

昔の日本には色の名前がなかったといいますD 色を表現

するためには、自然にある色を色の名前にしたようです。

日本の色の名前、どれだけあてられるかな?

ブナの森にいってみると、一年を通して、様々な色が

あることに気がつきます。新緑の緑、紅葉の赤色、ブナ
きょうぞん

と一緒に共存する草花などです。

私たちがブナの森で感じるそのような色の変化は、と

ころが芯ごみ、自然と生きる大切さを知ります。このよ
たようせい

うな森の変化を難しくいうと、「多様性Jといいます。好

きな色がそれぞれ違っていてかまいません。好きな色を

森でみつけてみましょう。そして、自分で名前をつけて

みましょう。

ぐんま お ぜ と く5
ブナ林 (群馬県尾瀬戸倉)

-日本の色 ・H ・H ・.....・H ・H ・H ・.....・ H ・.....・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・..………・・

[自然を表す色、いろいろ]

紅梅 くれない 唐紅 すおう

朽葉 香 しらつるばみ もえぎ

黄 萱草(かんぞう)

三主三

月 あさぎ

は芯だ ふたあい うすいろ むらさき こいむ5さき にびいろ

えびぞめ とくさ とう じ あさす、おう くちなし

， 

[自然の色をさす言葉]

やま13¥き色 ヤマブキの花の色

はなだ色 ツユクサ(はなだぶさ)の花の色

13¥じ色 フジの花の色

はねす、色 ニワウメ(古名ハネズ)の花の色

さく5色 サクラの花の色

すみれ色 スミレの花の色

あかね色 ア力ネの根で染めた色

むらさき色 ムラサキの根で染めた色

つるぱみ色 ドングリの力サで染めた色

あさぎ色 浅葱色、ネギの色、水色

もえぎ色 萌葱色、ネギの芽の色、薄黄緑

だいだい色 ダイダイの果実の色

えび色 ブドウの果実の色

もも色 モモの果実の色

くり色 クリの果実の色

かぱ色 ガマの穂の色

ちゃ色 ちゃしぶの色

出展:安西正著「花と緑を讃える噺」、海馬書房(2001年)

あとがき

森の中を歩くと、はじめはただ「気持ちがいし'J、「すがすがしい」という気

持ちでいっぱいになりますよね。それがしばらくすると、いろいろな不思議が

わいてきます。

木のこと、森のこと、自然のこと。身近なことなのに、実は知らないことがた

くさんあります。大切にしなければならないということは分力、っているのに、

どうすればいいか分かうないこともたくさんあります。

東京電力では、有名な「尾瀬Jと、 尾瀬を守るように囲んでいる「戸倉の森」

を長年大切にしてきました。そして、平成9年かSf戸倉の森」でボランティ

アの方たちをぼ集して、フナ植林事業を始めました。毎年2500本のなえ木

を植えて、大事に大事に育てています。

そんな気持ちを伝えたいな。森の不思議を解き明かして、みんなが、また

一歩森に近づくお手伝いができればいいな。

そう考えて、この本を作りました。

「木を見て森を見すJということわざがありますが、この本を読んで「木を

見て森を見て、そして地球を考えて」も5えればうれしいです。

東京電力株式会社

9 
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